
昭
和
六
一
年
正
月
は
、
あ
い
つ
ぐ
悲
報
に
江
馬
文
書
研
究
会
は
全
く
沈

ん
で
し
ま
っ
た
。
元
旦
は
渡
辺
公
敏
氏
（
岐
阜
県
農
業
試
験
場
）
が
、
七

日
に
は
青
木
一
郎
氏
が
逝
去
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

江
馬
文
書
研
究
会
は
、
そ
の
発
足
が
青
木
氏
の
大
垣
江
馬
邸
訪
問
に
始

ま
り
、
当
主
の
江
馬
庄
次
郎
・
寿
美
御
夫
妻
の
厚
遇
を
得
て
、
同
家
の
文

書
記
録
を
整
理
し
、
「
江
馬
文
書
目
録
」
（
昭
和
五
一
年
五
月
刊
）
、
「
江
馬

ソ弓好悪巽殿守爽竃琢添『f蕊､蝿鯉･域V鈍喰燕.認 ,吟Kr卸宅
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青
木
一
郎
氏
を
し
の
ぶ

観
、
”
妙
●
裡
脇
癬
漉
急
偲
晦
對
籾
・
‐
や
乎
叺
‐
ゞ
極
‐
Ｔ
種
魁
砂
轆
祢
．
！
‐
碑
・
ず
ま
．
職

岩
崎
鐵
志青木先生

家
来
簡
集
」
（
昭
和
五
九
年
三
月
、
思
文
閣
出
版
）
を
刊
行
し
た
。
後
者

に
所
収
し
た
杉
田
玄
白
・
前
野
良
沢
ら
の
蘭
学
者
の
書
状
の
翻
字
と
原
稿

整
理
は
、
エ
ー
ザ
イ
く
す
り
博
物
館
長
青
木
允
夫
氏
の
支
援
を
受
け
、
毎

月
一
回
の
研
究
会
を
同
館
で
も
ち
、
始
終
、
青
木
一
郎
氏
の
ユ
ー
モ
ア
と

漢
学
の
素
養
に
牽
引
さ
れ
て
や
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

こ
の
刊
行
後
も
研
究
会
を
継
続
さ
せ
、
「
江
馬
細
香
来
簡
集
」
を
編
集

し
て
き
た
。
こ
れ
も
本
年
中
に
刊
行
目
処
が
立
ち
、
そ
の
矢
先
き
の
悲
報

で
あ
る
。

江
馬
文
書
研
究
会
の
記
念
写
真
は
ど
れ
を
み
て
も
酒
宴
の
姿
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
斉
藤
信
会
長
・
江
馬
氏
・
青
木
氏
を
核
に
し
て
の
談
論
風
発
、

と
り
わ
け
青
木
氏
に
よ
る
医
師
・
文
士
の
行
蔵
を
酒
肴
に
し
た
話
題
は
、

実
に
楽
し
い
耳
学
問
と
な
っ
た
。

青
木
氏
は
就
寝
前
に
む
す
び
を
作
っ
て
置
き
、
払
暁
の
執
筆
時
に
こ
れ

を
食
し
、
日
常
は
週
三
回
の
診
療
に
従
っ
て
お
ら
れ
た
。
青
年
期
の
文
学

修
業
も
あ
っ
て
詞
藻
に
富
み
、
か
つ
速
筆
で
あ
っ
た
。
晩
年
の
著
作
の
刊

行
点
数
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

病
床
に
就
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
大
垣
で
の
研
究
会
出
席
を
口
に
さ
れ

て
御
家
族
を
あ
わ
て
さ
せ
、
特
に
後
嗣
の
青
木
靖
医
師
に
厳
命
し
て
、
近

親
者
に
よ
り
強
て
入
院
さ
せ
ら
れ
た
。
近
代
医
学
史
上
の
医
者
の
末
期
を

挙
げ
、
自
ら
の
入
院
を
拒
絶
し
た
と
い
う
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
近
世
医
学
史
研
究
者
ら
し
い
と
い
う
べ
き
か
。
現
代

医
科
学
へ
の
反
措
定
と
い
う
べ
き
か
。
従
容
と
し
て
死
に
就
く
、
と
い
う

古
人
の
言
が
耳
底
に
響
く
。
青
木
一
郎
氏
の
御
冥
福
を
祈
る
。
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億
川
摂
三
氏
の
首
唱
に
呼
応
し
て
、
中
野
操
先
生
（
一
八
九
七
’
一

九
八
六
）
が
大
阪
に
医
史
学
普
及
を
目
的
と
し
た
機
関
八
杏
林
温
故
会
ｖ

を
創
始
、
会
誌
『
医
謹
」
の
刊
行
を
始
め
ら
れ
た
の
は
昭
和
一
三
年
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
半
世
紀
。
同
二
四
年
に
は
日
本
医
史
学
会

関
西
支
部
が
そ
の
公
称
と
な
っ
た
が
、
会
の
基
本
的
な
精
神
は
創
立
期
の

ま
ま
に
維
持
さ
れ
た
。
こ
こ
を
母
体
に
多
数
の
医
学
史
研
究
者
が
育
ち
、

貴
重
な
業
績
が
輩
出
し
た
。
集
う
者
は
幅
広
く
、
専
門
の
史
学
者
か
ら
一

般
市
民
に
ま
で
及
び
、
集
会
の
さ
い
は
石
川
・
福
井
、
愛
知
・
岐
阜
、
岡

乱….減ふ、も管．劇趣晶‘ ■ｲ
J4ふ

ふ
妬
．
、
込
駅
‐
・
乢
聯
諜
慰
恥
蝋
齢
轆
・
瀦
卜
‐
砲
丸
泌
瑚
比
．
・
が
‘
●
壗
縦
税
制
鮫
ｖ
収
酬
“
勧
掻
愁
溌
働
剰
割
醜
悪
鱒
．
・
・
ィ
、

追
悼

中
野

鎧
‐
町
ゆ
ふ
暁

操
先
生

長
門
谷
洋
治

、
ｗ
に
翻
郁
喝
恥
函
溺
率
飛
鵡
浄
訟
函
弱
礪
瞬
瑠
李
剖
滑
詞
川
引
汕
吋
剖
Ｎ
ｒ
心
吟
輪
鋤
知
弘
澤
蝿
が
極
Ｌ
記
頒
皿
罰
か
齢
租
諏
唾
．
’

恋
恭
浄

守

砿
獅
用
可
必
．

註雅毒気澤蝉』錐『:蕊母纈泌動鐸墜惑寄糠3…字

r1ｺ野操先生

山
な
ど
広
範
囲
か
ら
の
参
加
者
が
あ
り
、
先
生
は
こ
の
人
的
交
流
を
重
視

さ
れ
た
。

一
方
、
中
央
と
の
接
触
に
も
積
極
的
で
、
時
間
的
に
制
約
さ
れ
る
こ
と

の
多
い
開
業
医
で
あ
り
な
が
ら
、
年
末
恒
例
の
医
史
学
会
・
蘭
研
の
合
同

例
会
に
は
ほ
と
ん
ど
出
席
さ
れ
た
ほ
か
、
東
京
な
ど
で
の
会
合
に
も
及
ぶ

か
ぎ
り
顔
を
出
さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア
に
富
ん
だ
先
生
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア

と
助
言
を
惜
し
げ
も
な
く
与
え
ら
れ
た
。
も
と
軍
医
で
あ
っ
た
先
生
の
姿

勢
は
晩
年
に
至
っ
て
も
崩
れ
る
こ
と
が
な
く
、
独
特
の
雰
囲
気
を
醸
し
出

さ
れ
、
八
ヒ
ュ
ー
ラ
ー
Ｖ
と
よ
ば
れ
る
の
に
相
応
し
い
風
貌
で
あ
っ
た
。

日
本
医
史
学
会
総
会
会
長
と
し
て
大
阪
で
総
会
を
も
た
れ
る
こ
と
三
度

に
及
び
〔
第
五
九
回
・
昭
三
二
、
第
六
四
回
・
昭
三
八
、
第
七
六
回
・
昭

五
○
〕
、
医
史
学
会
を
地
方
で
も
開
催
す
る
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
。
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
の
一
に
大
阪
蘭
学
史
が
あ
る
が
、
関
西
日
蘭
協
会
（
松
下
幸
之

助
会
長
）
の
理
事
と
し
て
、
同
会
に
学
者
を
入
会
せ
し
め
て
、
学
問
を
通

じ
て
の
日
蘭
交
流
を
は
か
ら
れ
、
経
済
的
色
彩
の
強
か
っ
た
同
会
が
学
際

的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
大
阪
蘭
学
史
を
集
大
成
さ
れ
た

『
大
坂
蘭
学
史
話
』
（
昭
五
四
）
の
他
に
、
代
表
作
と
し
て
『
錦
絵
医
学
民

俗
志
』
（
昭
五
五
）
『
大
坂
医
師
番
付
集
成
』
（
昭
六
○
、
古
西
義
麿
氏
が

協
力
）
が
あ
り
、
先
生
の
最
初
の
著
作
『
皇
国
医
事
大
年
表
』
（
昭
一
七
）

は
戦
後
増
補
さ
れ
て
『
日
本
医
事
大
年
表
』
（
昭
四
七
）
と
な
り
、
今
日

な
お
そ
の
価
値
が
高
い
こ
と
は
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
年
に
一
度
行
わ
れ
る
日
本
医
学
会
総
会
が
四
月
一
日
か
ら
開
か
れ
る

こ
と
に
、
レ
セ
プ
ト
作
製
の
時
期
と
一
致
す
る
開
業
医
の
立
場
か
ら
、
こ
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れ
を
少
し
う
し
ろ
に
ず
ら
す
こ
と
を
提
唱
し
て
実
現
を
は
か
ら
れ
る
な

ど
、
現
場
か
ら
の
率
直
果
敢
な
発
言
も
な
さ
れ
た
。
一
方
毎
度
の
大
会
に

は
ご
夫
人
が
同
席
さ
れ
、
会
計
な
ど
事
務
面
を
担
当
さ
れ
、
お
宅
で
の
診

療
に
も
協
力
さ
れ
て
い
た
。
持
病
で
あ
っ
た
糖
尿
病
に
高
血
圧
を
合
併
さ

れ
、
昭
和
六
○
年
一
月
に
入
院
さ
れ
た
が
、
同
年
四
月
の
先
生
の
米
寿
記

念
を
兼
ね
た
関
西
支
部
の
総
会
に
は
出
席
さ
れ
、
元
気
な
声
で
挨
拶
を
さ

れ
た
。
し
か
し
こ
れ
が
公
式
な
席
に
出
ら
れ
た
最
後
と
な
り
、
昭
和
六
一

年
三
月
一
二
日
死
去
さ
れ
た
。
享
年
八
八
歳
。

追
悼
・
三
井
駿
一
先
生

一
一
承

|Ⅱ

三井駿一先生

関
西
の
医
史
学
界
で
は
、
こ
こ
数
年
の
間
に
次
有
と
重
鎮
の
方
を
を
失

っ
た
。

．
阿
知
波
五
郎
（
五
八
年
二
月
一
二
日
、
七
八
歳
、
本
会
名
誉
会
員
）

・
山
田
重
正
（
六
○
年
九
月
二
日
、
八
一
歳
、
本
会
評
議
員
）

・
中
野
操
（
六
一
年
三
月
二
一
日
、
八
八
歳
、
本
会
理
事
、
関
西
支
那

長
）

・
三
井
駿
一
（
六
一
年
四
月
一
五
日
、
八
○
歳
、
本
会
会
員
）

ら
の
諸
先
生
で
あ
る
。

永
い
１
ゆ
ん
い
ち

三
井
駿
一
先
生
は
、
本
年
の
広
島
で
の
第
八
七
回
総
会
で
一
般
口
演
を

予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
は
た
さ
れ
ず
本
誌
三
二
巻
二
号
の
口
演
予

定
抄
録
が
絶
筆
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

三
井
先
生
は
、
江
戸
期
大
坂
眼
科
の
名
門
三
井
家
の
後
喬
で
、
シ
ー
ボ

ル
ト
事
件
で
有
名
な
土
生
玄
碩
は
三
井
家
第
二
代
の
元
儒
に
学
ん
で
い

る
。

昭
和
四
年
、
阪
大
医
学
部
の
前
身
、
大
阪
医
科
大
学
を
卒
業
、
小
児
科

学
を
専
攻
し
、
一
時
期
徳
島
医
専
の
教
授
を
勤
め
、
阪
大
に
戻
っ
て
か
ら

は
三
三
年
ま
で
小
児
科
助
教
授
、
の
ち
国
立
大
阪
病
院
副
院
長
を
絶
て
国

立
大
阪
南
病
院
院
長
、
同
名
誉
院
長
、
帝
塚
山
学
院
大
学
教
授
を
歴
任
さ

れ
た
。
五
二
年
春
、
勲
二
等
瑞
宝
章
受
章
。

先
生
は
予
科
時
代
か
ら
中
国
語
に
親
し
拳
、
近
代
白
話
文
学
（
口
語
文
）

に
熱
中
し
た
あ
と
古
典
へ
と
進
ん
だ
中
国
語
の
本
格
派
で
、
語
学
好
き
は

朝
鮮
語
を
マ
ス
タ
ー
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

「
文
字
」
を
大
切
に
考
え
る
先
生
に
と
っ
て
は
、
歴
史
研
究
が
文
字
に
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今
奉

今
云

よ
る
記
録
に
頼
る
宿
命
を
も
つ
限
り
、
文
字
の
意
味
す
る
こ
と
を
正
し
く

理
解
し
、
記
録
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
が
前
提
に
あ
っ
て
、
は
じ
め
て

歴
史
研
究
の
資
料
と
な
し
得
る
、
と
す
る
立
場
を
採
っ
て
お
ら
れ
た
。

こ
の
立
脚
点
を
も
つ
先
生
の
医
史
学
研
究
は
、
専
攻
す
る
現
代
小
児
科

学
領
域
か
ら
問
題
点
を
つ
か
ん
で
古
典
を
読
む
と
い
う
歴
史
研
究
で
、
広

い
視
野
と
級
密
な
考
証
を
も
っ
て
独
自
の
境
地
を
次
々
と
開
拓
さ
れ
て
行

っ
た
。そ

の
一
端
は
、
先
生
が
五
四
年
五
月
か
ら
五
五
年
一
月
ま
で
六
回
に
わ

た
っ
て
大
阪
府
医
師
会
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
古
代
中
国
医
学
史
講
座
」

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
準
備
し
た
、
各
誌
発
表
の
論
考
別
冊
を
中
心
に
合
冊

の
『
古
代
中
国
医
学
史
話
』
（
大
阪
府
医
師
会
刊
、
第
一
二
回
日
本
医
学

会
総
会
記
念
頒
布
）
か
ら
う
か
が
え
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
「
医
学
史
研

究
」
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
医
心
方
小
児
科
領
域
そ
の
他
の
手
固
い
論
考
が

あ
り
、
こ
の
方
面
の
研
究
者
は
、
是
非
参
照
し
活
用
し
て
ほ
し
い
。

い
か
に
も
小
児
科
の
臨
床
医
ら
し
い
温
顔
の
温
厚
な
お
人
柄
で
、
碩
学

ぶ
ら
な
い
人
格
者
だ
っ
た
。

先
生
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

第
八
十
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
ご
案
内

期
昭
和
六
十
二
年
四
月
三
日
（
金
）
・
四
日
（
土
）

場
北
里
大
学
Ｅ
号
館

垂
一
○
八
東
京
都
港
区
白
金
五
’
九
’
一

忽
○
三
’
四
四
四
’
六
一
六
一

日
程
理
事
・
評
議
員
会
四
月
二
日
（
木
）
午
後
五
時
○
○
分
か
ら

於
北
里
本
館

溝
演持

別
講
演
秦
佐
八
郎
の
生
涯
と
業
績
秦
藤
樹

メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の
歴
史
大
橋
博
司

会
長
講
演
晴
唐
の
医
書
に
見
ら
れ
る

精
神
病
と
そ
の
治
療
大
塚
恭
男

一
般
講
演
四
月
三
日
（
金
）
・
四
日
（
土
）
午
前
九
時
よ
り

総
会
、
昼
食

四
月
三
日
（
金
）
十
二
時
’
一
時

写
真
撮
影
、
昼
食

四
月
四
日
（
土
）
十
二
時
’
一
時

懇
親
会

四
月
三
日
（
金
）
午
後
六
時
三
○
分
’
八
時
三
○
分

於
北
里
本
館

会
費
・
そ
の
他
参
加
費
五
、
○
○
○
円

懇
親
会
費
六
、
○
○
○
円

記
念
写
真
代
一
、
○
○
○
円

総
会
お
よ
び
学
術
大
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

〒
一
○
八
東
京
都
港
区
白
金
五
’
九
’
一

北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所

医
史
学
研
究
室
内

第
八
十
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
準
備
事
務
局

念
○
三
’
四
四
四
’
六
一
六
一
内
五
三
三
四
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